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『村上春樹全作品 1979 ～ 1989 ③』一九九〇年九月講談社、『象の消滅』
新潮社二〇〇五年三月所収。『村上春樹全作品 1979 ～ 1989 ③』収録の
際改稿が行われているが、本論は特に断った部分以外、『村上春樹全作
品 1979 ～ 1989 ③』のテクストによって論じた。
（注 2）	 川村湊は、「コトバをめぐる冒険」（『群像』一九八三年八月号、『村上春
樹をどう読むか』作品社二〇〇六年十二月所収）で「『中国行きのスロウ・




































～ 2000 ④』二〇〇三年五月講談社、第３部『村上春樹全作品 1990 ～
2000 ⑤』同年七月講談社
（注 6）	 『群像』一九七九年六月号群像新人文学賞、一九七九年七月講談社刊、『村
上春樹全作品 1979 ～ 1989 ①』一九九〇年五月講談社
（注 7）	 中央公論社版四〇頁。「プライドと自己憐憫の限りない振幅」という語
句は、『村上春樹全作品 1979 ～ 1989 ③』では削除されている。
（注 8）	 鑪幹八郎は、『夢分析入門』でフロイトの「イルマの夢」分析における「語
呂合わせ的な連想」に触れた後、次のように述べている。「語呂合わせ
の意義の重要性は、日本語の場合もっと大きいのではないかと思われる。
言語を構成する音素としては、日本語は欧米語の六分の一ぐらいしかな
いということであり、それだけ多く、同音意義が多くなる可能性が高い
という。また、日常生活の中でも、商店の電話番号を一
い
一
い
四
し
七
な
（いい品）、
花屋さんが一
い
一
い
八
は
七
な
（いい花）と言い換えたり、タクシー会社の電話番
号が一
い
九
く
五
ゴー
五
ゴー
（行く、ゴーゴー）と読みかえられたり、枚挙にいとまが
ない。また、同音意義として、セックスに関係した「性」が、驚いたこ
とに、「聖」「制」「征」「姓」など、一三八通りもある（角川『漢和中辞典』、
索引、一九五九）。性交の「交」に至ってはものすごい数となる。例えば、
「口」「公」「孔」「広」「坑」「高」など、三八〇通りのものがある。（右同、
索引）。時にはこのような語呂合わせが、夢の分析の中で重要な意味を
持っていることを、日本人であるわれわれは特に無視することができな
いであろう」（鑪幹八郎『夢分析入門』創元社一九七六年十二月二八七
頁～二八八頁）
（注 9）	 忘却／記憶という心理の対比は、支配／被支配、加害／被害という関係
における心理関係を髣髴とさせる。
（注 10）	 山根由美恵は、「『中国行きのスロウ・ボート』は、内なる差別を行って
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いた自分に気づいていく『僕』の姿が描かれていた。注目したいのは、
内なる差別の問題を社会に即して描かなかった村上の問題意識である。
（中略）つまり、アジアとの関係の解消の方法として、自身の内なる差別、
自分自身の探求という方向へ向かったことである。」と述べている。（前
掲書六七頁）
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